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研究成果の概要（和文）：プログラムのソースコードを公開しそのコピー・改変・再配布を自由に認めるオープ
ンソース・ソフトウェア(OSS)の戦略（例えばLinux）とそれを非公開として企業で専有する戦略（例えば
Windows）とを比較して、前者が後者に比して普及するのはどのような条件を満たしているときなのか、またそ
れに基づいて新たな競争政策をどのように構築・展開していったらよいかについて考察を行った。両社が併存す
るモデルを作成し、オープンソース・ソフトウェア(OSS)の戦略が生き残るかについて、シミュレーションを行
なった。

研究成果の概要（英文）：I compared a platform of open source strategy (OSS) (e.g., Linux) where the 
source code of the program is opened and the copy, modifications and redistribution are freely 
accepted with a platform of a proprietary strategy (e.g., Windows). I examined what kind of 
conditions is needed if the former (OSS) is spread in comparison with the latter and considered the 
evolution of a new competition policy based on OSS. I simulated whether a strategy of OSS survives 
or not. 

研究分野：産業組織論

キーワード： オープンソースソフトウェア　スイッチングコスト　ネットワーク外部性　双方向市場

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年，情報技術（IT）が産業組織に及ぼす構

造変化は著しく，従来の伝統的な分析枠組み

に大きな変更を迫りつつある．特にインター

ネットによる情報通信ネットワークの構築は，

情報が産業において中核的な位置を占めるよ

うになってきている．本研究では，このよう

な新しい産業組織を分析するための枠組みを

用いて，特に近年注目されているオープンソ

ース運動と呼ばれる現象に焦点を当て，それ

が競争政策にどのような影響を及ぼし得るか

について考察を行なった． 
 
２．研究の目的 
以下のように，企業がとるべき戦略には，プ

ログラムのソースコードに関して２つあるも

のと思われる．一つは，Microsoft社の戦略の

ように，ソースコードを非公開とし著作権を

強化することにより価格メカニズムを作動さ

せようとする戦略である．もう一つは，Linux 

の戦略のように最初からオープンソースとし

てソースコードを一種の公共財とみなして公

開し，またそれらは企業の中で生産されると

いうよりは，コミュニティの中で公共財とし

て自発的に供給されるものであるとする戦略

である．オープンソース運動を価格メカニズ

ム vs コミュニティ原理という観点からとら

えて，商業的なソフトウェア戦略とオープン

ソースソフトウェア戦略との相互作用によっ

てオープンソースソフトウェア戦略はマーケ

ットシェア拡大させることができるかどうか，

そしてそれによってオープンソースソフトウ

ェアの導入は，独占禁止政策を行う新たな政

策手段・競争手段となりうるかについて検討

を行った．すなわち，ソースコードを公開す

るオープンソース戦略がそれを非公開とする

商業的な戦略よりも劣位にならないためには，

どのような条件を満たしているときなのか．

またそれに基づいて，新たな（従来の独占禁

止法とは異なった）競争政策をどのように構

築・展開していったらよいのかについて考察

を行った． 
 
３．研究の方法 
まずプレイヤーとして，商業的(proprietary)

な OS の戦略をとるプラットフォーム

(Windows など)を AP とし，オープンソース
(open source)戦略をとるプラットフォーム

(Linux)を AOとする．アプリケーション・ソ
フトウェアを提供するソフトウェアのプロ

バイダーのうち, 商業的な OS の戦略をとる

プラットフォームと互換性のあるソフトウ

ェア・プロバイダーをBP , オープンソース

戦略をとるプラットフォームと互換性のあ

るソフトウェア・プロバイダーをBOとする. 

プラットフォームの市場としては, OS市場と

アプリケーション・ソフトウェア市場の双方

向市場を考える． 

商業的な OS の戦略をとるプラットフォー

ム AP の 需 要 関 数 は
( )AP AP AP AP BP AO BOq a b p dp e p p      

とし，オープンソース戦略をとるプラットフ

ォ ー ム AO の 需 要 関 数 を
( )AO AO AO u BO AP BPq a b c dp e p p    

とする．商業的な OS の戦略をとるプラット

フォームと互換性のあるソフトウェア・プロ

バ イ ダ ー BP の 需 要 関 数 を
( )BP BP BP BP AP AO BOq a b p dp e p p     ，

またオープンソース戦略をとるプラットフ

ォームと互換的なソフトウェア・プロバイダ

ー BO の 需 要 関 数 を

( )BO BO BO BO u AP BPq a b p dc e p p      

とする．ここで， 0,  0AP AOa a  は，それ

ぞれ商業的な OS の戦略をとるプラットフォ

ームおよびオープンソース戦略をとるプラ

ットフォームの最大需要を表し， 0uc  はオ

ープンソースの OS に切り替えるときのスイ

ッチングコスト（オープンソースの OS の設

置費用やそれを使用するための訓練費用な

ど）である. 0,  0 ( ),  0b d b d e    は

それぞれ，自己価格による効果，交差価格に

よる効果，商業的なシステムとオープンソー



スシステムの代替性の程度を表す．OS やソ

フトウェアの限界生産費用はゼロとする．し

たがって，それぞれのシステムの利潤関数は，

AP と BP に つ い て は ，

,  ( )AP AP AP BP BP BP BPp q sq p s q      

(ここで s  はBPがAPにアクセスするときの

アクセス料金又は補助金)となる．AO と BO

に つ い て は

0 ( 0,  0),  AO AO BO BO BOp s p q      

となる．   

このような設定の下で，進化的な動学シミ

ュレーションを行い，商業的な戦略をとるプ

ラットフォームシステムのみの産業構造に，

オープンソース戦略をとるプラットフォー

ムシステムが参入を行ったときに，はたして

オープンソース戦略をとるプラットフォー

ムシステムはマーケットシェアを拡大でき

るのかどうかについて調べた．Aggregative 

Game 理論に基づいて，それぞれのマーケッ

トシェアを戦略変数としたときの均衡状態

の変遷を動学的に調べた． 
 
４．研究成果 
様々なパラメータの値の下でシミュレーシ

ョンを行ったところ，結果に重要な影響を与

えるパラメータは， uc (オープンソースの OS

に切り替えるときのスイッチングコスト)と

0,  0AP AOa a  (商業的な OS の戦略をと

るプラットフォームおよびオープンソース

戦略をとるプラットフォームの最大需要)お

よび e (商業的なシステムとオープンソース

システムの代替性の程度)である．多くのパラ

メータの値の組み合わせについては，オープ

ンソース戦略をとるプラットフォームシス

テムは生き残れず淘汰されてしまうが，

uc (オープンソースの OS に切り替えるとき

のスイッチングコスト)が非常に小さく, AOa
が APa  よりかなり大きく(オープンソース戦

略をとるプラットフォームの最大需要が商

業的な OS の戦略をとるプラットフォームの

最大需要よりかなり大きく)，さらにeが１に

近い（商業的なシステムとオープンソースシ

ステムの代替性が非常に高い）などの条件を

満たせば，オープンソース戦略をとるプラッ

トフォームシステムは生き残れる可能性が

ある．すなわちMicrosoft社などの独占体制に

とっては，競争政策上オープンソース戦略を

とる Linuxなどのプラットフォームシステム

の参入は重大な脅威となりうる可能性があ

るのである． 

そのためには，スイッチングコストを低め

るための政策やオープンソース戦略をとる

プラットフォームに対する最大需要を高め

るための諸政策が必要である．前者について

は，スイッチングコストを相殺するために政

府からの補助金が得られれば，オープンソー

スの普及を促進するだろう．後者については，

例えばオープンソースのメリット（ソースコ

ードのコピー・改変・再配布を自由に認める

こと）を感じられるようにするために，コン

ピュータプログラムの教育をいかに促進す

るかが重要である．それとともに，オープン

ソースによるアプリケーション・ソフトウエ

アの数を増やすことも重要であるので，その

開発を行うプログラマーのコミュニティに

働きかけて開発を促すための支援金を提供

することなども考えられる．いずれにしても，

オープンソースソフトウェアを促進するた

めには，これらの諸政策を総合的にとる必要

があると思われる． 

 なお，シミュレーションについては現在も

継続中であるので，さらに詳細な結論が得ら

れるように引き続き検討を行いたい． 
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